
 

何のために 

絵本はあるの？ 

 

よい絵本を選ぶコツは？ 

 

 

 

 

 

絵本を買ったのに 

子どもが読んでくれません 

 

 

 

淡々と読んでいいの？        書かれていないことを 

口にしていい？ 

 

 

 

 

 

デジタルの絵本は？ 

 

 

 

親と子どもの水入らずの時間を「楽

しく」「幸せ」なものにします。 

親子の心の絆を深めます。 

出版されてから２０年以上の絵本を手に

取ってみましょう。長年愛されている絵

本は子どもが感情移入しやすいように作

られています 

絵本は大人が子どもに読んであげるもの、子ども

が「耳で聞く本」です。 

渡しておしまいではなく、読み聞かせの行為が、

大人からの自分に対する愛情と感じています。 

物語の展開に合わせて自然と言葉

に気持ちが乗ってきます。 

上手に読む必要はありません。

「ゆっくりと読むこと」を心掛け

ましょう。 

大人から「これなに？」と声をかけると

絵本に集中できません。子どもの方から

「これなに？」と聞いてきたら、答えて

あげましょう。 

液晶画面の光は脳を興奮させるのでおやすみ前には向

きません。親の肉声で言葉を届けることに絵本のよさ

があります。よく読み込まれてやぶれた絵本は家族に

とっての大切な思い出です。 

※株式会社福音館書店「母の友」２０１５年４月号「絵本のきほん Q&A」を参考に作成しました。 


